
2020 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 
 

 

 - 1 - 

 

 

 

 

 

2020 年度 動物実験に関する自己点検・評価報告書 

 

聖マリアンナ医科大学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021 年 12 月 

 
 



2020 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 
 

 

 - 2 - 

Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

 

１．機関内規程 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合する機関内規程が定められている。 

   □ 機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 機関内規程が定められていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 聖マリアンナ医科大学動物実験規程、実験動物飼育管理研究施設規程 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 基本指針に即して、聖マリアンナ医科大学動物実験規程及び実験動物飼育管理研究施設規程を適切

に運用した。本学では大学院実験動物飼育管理研究施設に動物実験委員会が設置されている。現状で

は主要な施設と中規模な施設の計２つが大学院の施設としてある。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 該当せず。 

 

２．動物実験委員会 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 

   □ 動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 動物実験委員会は置かれていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 聖マリアンナ医科大学動物実験規程、実験動物飼育管理研究施設動物実験委員会規程。 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 基本指針に則して、動物実験委員会が設置され機能している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

  該当せず。 

 

３．動物実験の実施体制 

（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告の実施体制が定められているか？） 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。 

   □ 動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 動物実験の実施体制が定められていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 聖マリアンナ医科大学動物実験規程、実験動物飼育管理研究施設動物実験委員会規程、実験動物飼
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育管理研究施設規程、動物実験計画書作成要領、動物実験計画書、動物実験計画書等審査用紙、（審査

結果通知書）、動物実験（終了・中止・継続）報告書（動物実験に関する自己点検･評価を含む）、 

動物実験員会議事要旨 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

基本指針に則して、動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告の実施体制が定められてい

る。 

さらに、繁殖動物を含めて動物の使用数と飼養数を各施設が毎月集計する体制がとられている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 該当せず。 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

（遺伝子組換え動物実験、感染動物実験等の実施体制が定められているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められている。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められていない。 

□ 該当する動物実験は、行われていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 聖マリアンナ医科大学動物実験規程、同実験動物飼育管理研究施設動物実験実施指針、遺伝子組換

え実験安全規程、遺伝子組換え動物の取り扱いの手引き。 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 遺伝子組換え動物実験に関しては、遺伝子組換え実験安全委員会と動物実験委員会の両方で審査す

る体制を執っている。遺伝子組換え動物実験の適切な実施について教育訓練で詳細に説明を行ってい

る。感染動物実験は原則として行えないことになっているが、申請があった場合には動物実験委員会

で実験可能かを慎重に審査する体制を執っている。微生物や感染症に優れた見識を有するものが委員

に含まれている 。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当せず。 

  

５．実験動物の飼養保管の体制 

 （機関内における実験動物の飼養保管施設が把握され、各施設に実験動物管理者が置かれているか？） 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 
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各飼養保管施設設置承認申請書、各飼養保管施設に関する自己点検・評価報告書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

 機関内に 2 つの飼養保管施設があり、各施設に実験動物管理者が置かれている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 該当せず。 

 

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 

 

 

Ⅱ．実施状況 

 

１．動物実験委員会 

 （動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たしているか？） 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

 聖マリアンナ医科大学動物実験規程、聖マリアンナ医科大学大学院実験動物飼育管理研究施設動物

実験委員会規程、同実験動物飼育管理研究施設規程、同実験動物飼育管理研究施設動物実験実施指針、

動物実験委員会議事要旨。 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

動物実験計画書の審査、実験の把握、また、飼養保管施設及び動物実験室の審査と承認後の施設の

把握など、基本指針に則して行われている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

  該当せず。 

 

２．動物実験の実施状況 

 （動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が実施されているか？） 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

 聖マリアンナ医科大学動物実験規程、実験動物飼育管理研究施設動物実験委員会規程、動物実験計

画書、遺伝子組換え動物実験計画書、動物実験（終了・中止・継続）報告書、遺伝子組換え動物飼育



2020 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 
 

 

 - 5 - 

数等報告書、動物繁殖数報告書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

動物実験計画の立案・審議・承認に関しては基本指針に則して実施されている。動物実験（終了・

中止・継続）報告書により結果報告が実施されている。また、各実験責任者に報告書の提出期限前に

案内を出しており、動物実験（終了・中止・継続）報告書が期限内に提出されない例が減少している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 引き続き、各実験責任者に報告書の提出期限前に案内を出していく。 

 

３．安全管理を要する動物実験の実施状況 

（当該実験が安全に実施されているか？） 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、当該実験が適正に実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

   □ 該当する動物実験は、行われていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

聖マリアンナ医科大学動物実験規程、遺伝子組換え動物の取り扱いの手引き、遺伝子組換え動物

の他の研究機関への分与に関する手引き、遺伝子組換え動物実験計画書、動物実験計画書、動物実

験（終了・中止・継続）報告書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

 遺伝子組換え安全委員会との連携のもと、本学の規則に則した実験が実施され、事故または遺反は

無かった。動物実験委員会に感染症等に関する専門化委員が含まれている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 該当せず。 

 

４．実験動物の飼養保管状況 

（実験動物管理者の活動は適切か？ 飼養保管は飼養保管手順書等により適正に実施されているか？） 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

飼養保管施設に関する自己点検・評価報告書、飼養保管マニュアル各種 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

 実験動物管理者は、施設職員と毎朝ミーティングを行い飼養保管についての業務内容を把握・共有 

し、必要に応じて改善に努めている。また、施設職員は、実験者との連絡を密にして適正な飼育管理



2020 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 
 

 

 - 6 - 

を行っている。飼養保管マニュアルにおいても、現状に則しているかを確認している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当せず。 

 

５．施設等の維持管理の状況 

（機関内の飼養保管施設は適正な維持管理が実施されているか？ 修理等の必要な施設や設備に、改

善計画は立てられているか?） 

１）評価結果 

   □ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に維持管理されている。 

   ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

飼養保管施設に関する自己点検・評価報告書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

 本施設は 1972 年開設のため老朽化が進んでおり補修工事が必要な場合がある。2017 年度に、本学

で主要な飼養保管施設の空調システムの交換工事を行い、その後空調システムは正常に稼働してい

る。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 補修工事が必要となった場合、施設整備課と連携を取り、素早い対応を行うようにしている。 

 

６．教育訓練の実施状況 

（実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練を実施しているか？） 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

 公私立大学実験動物協議会主催の「実験動物管理者の教育訓練」受講修了書、本学の教育訓練資料、 

教育訓練受講者名簿等 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

 動物実験実施希望者及び施設職員を対象に実験動物管理者が、 2020 年度「動物実験に関する教育

訓練」（第 60 回から 63 回）を行った。受講者 59 名には 5 年間有効な受講証明書を発行した。ま

た、実験動物管理者は、実験動物学会、公私立大学実験動物協議会等の研修会に参加して情報収集し

ている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当せず。 
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７．自己点検・評価、情報公開 

（基本指針への適合性に関する自己点検・評価、関連事項の情報公開を実施しているか？） 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

 動物実験（終了・中止・継続）報告書、動物実験室に関する自己点検・評価報告書、飼養保管施設

に関する自己点検・評価報告書、聖マリアンナ医科大学ホームページ、聖マリアンナ医科大学 大学

院実験動物飼育管理研究施設、2019 年度年次報告書  

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

 毎年年次報告書を作成している。既に外部評価を受けており、本学ホームページに情報公開してい

る。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 該当せず。 

 

８．その他 

（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 

 

 


